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研究成果の概要：

ロシアとの共同研究により、シベリアに分布する複数種の哺乳類の地理的変異を形態ならび

に遺伝子レベルから調査し、動物地理的歴史を考察した。その結果、アジア型とヨーロッパ型

の分布境界線をもつ種、ユーラシア北部より南部において多様性が高い種、ユーラシア広域に

おいて地理的変異が小さい種などを見出し、更新世以降の生息環境の変動が動物地理的歴史に

大きく関与していると考えられた。さらに本研究成果は、日本の動物相の歴史を考察する上で

極めて重要である。
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１．研究開始当初の背景

シベリアに分布する動物群に関する動物

地理的ならびに遺伝的多様性に関する報告

データは少なかった。一方、本研究組織は、

日本産哺乳類(クマ類、シカ類、トガリネズミ

類、リス・モモンガ類等)の遺伝的多様性や地

理的変異を幅広く研究してきた実績があっ

たため、古代 DNA 分析を含めた解析技術と

解析データを本研究のシベリア産動物群に

適用・応用できる体制が整っていた。特に、

北海道の動物相にはシベリアから渡来した

と考えられる種が多く含まれるため、本研究

の成果は、日本列島の生物相の成立過程を明

らかにする上でも極めて重要な情報をもた
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らすと考えた。

２．研究の目的

ロシア側との共同研究として、北ユーラシ

アに分布する哺乳類の形態的・遺伝的多様性

を分析し、動物地理的歴史ついて解明するこ

とを目的とした。古環境の変遷と照合しなが

ら、シベリアの動物地理的歴史を知ることは、

日本の動物相の成立過程を研究する上でも

不可欠である。また、シベリアから出土する

動物骨の古代 DNA 分析を行い、地理的変異

および集団構造の時代的変動を解析する。

３．研究の方法

(1) シベリアに現在生息する哺乳類および過

去に分布していた哺乳類について、ロシ

アの研究機関（ロシア科学アカデミーの

研究所など）における標本の収蔵状況を

調査し、国際共同研究として各動物種の

地理的変異を分析した。標本の状態に基

づき、DNA 分析に適するような標本を選

定・収集した。

(2) ロシア側研究者は形態的な地域変異を分

析した。日本側では、分子系統進化およ

び種内多様性に関する遺伝子分析を中心

に行った。

(3) 国際研究者交流として、ロシアの研究協力

者を北海道大学へ招聘し、分析結果の討

論を行った。さらに、日本で開催された

国際会議において、成果を発表・討論し

た。

４．研究成果

(1) 氷河期からの遺存種と考えられ、北ユーラ

シアに広く分布するイタチ科のイイズナ

とオコジョについて、ミトコンドリア

DNA 分析を行った結果、イイズナにはい

くつかの遺伝的に異なる系統と多様性が

見出され、シベリアには同系統が広く分布

していることが明らかになった。それに対

してオコジョでは明確に異なる系統は見

出されず、ボトルネックと氷期後の分布拡

大が示唆された。形態的多様性はイイズナ

では高く、オコジョでは低いことが知られ

ており、遺伝的特徴と矛盾しない。

(2) 北ユーラシアに広く分布するロシアモモ

ンガについてミトコンドリア DNA 分析を

行い、シベリアの各地に特異的な集団が分

布することを明らかにし、大陸におけるモ

モンガの進化と動物地理的歴史を考察し

た。

(3) シベリアおよび北ユーラシアに広く分布

するイタチ科のアナグマについて、ミトコ

ンドリア DNA および Y 染色体 DNA の分

子系統進化学的解析を行い、アジア型とヨ

ーロッパ型の分布境界線を明らかにした。

(4) 北東ユーラシアから東南アジアまで分布

するベンガルヤマネコについて、ツシマヤ

マネコやイリオモテヤマネコを含めて分

子系統地理を調べた結果、北アジア系列と

南アジア系列に分かれることが判明し、さ

らにツシマヤマネコは韓国産ベンガルヤ

マネコに近縁であることが明らかとなっ

た。

(5) 2005年7月〜8月にはロシアおよび米国の

海外研究協力者（計 3 名）を北海道大学へ

招へいし、標本収集および分析データ解析

に関する討論を行った。研究成果の一部は、

札幌にて開催された第9回国際哺乳類学会

議において研究代表者の増田が企画した

シンポジウムにて発表された。

(6) 2006 年 10 月に軽井沢で開催された第 17

回国際クマ会議において、増田と天野が中



心となり、ヒグマの自然史とヒトの文化に

関するワークショップを企画開催し、ロシ

アをはじめ海外のヒグマ研究者と学術交

流した。さらに、ヒグマに関する従来の研

究成果を著書「ヒグマ学入門（北大出版

会）」として出版した。また、増田は、2007

年 2 月に、ロシア科学アカデミー動植物生

態学研究所を訪問し、西シベリアとウラル

山脈の現生哺乳類標本およびマンモス動

物群等の古生物学標本の調査を行った。

2007 年 8 月には大舘が、2008 年 7 月には

増田と天野がウラル山脈において哺乳類

に関するロシアとの共同野外調査を行っ

た。

(7) シベリアからの出土骨に関する遺伝子解

析は今後の課題となったが、ロシア側との

協力体制が整ったので、引き続き、共同研

究として継続して行く。
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